
　

生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
、
一
般

的
な
学
習
会
だ
け
で
は
な
く
、「
男

だ
け
の
調
理
実
習
」
な
ど
男
性
向

け
の
実
技
講
座
を
も
っ
と
積
極
的

に
開
催
し
て
ほ
し
い
。

　

（
カ
ト
チ
ャ
ン
さ
ん
・
明
智
町
）

　
市
で
は
、
昨
年
４
月
か

ら
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
機

会
を
集
約
す
る
と
と
も
に
新
た
な

分
野
の
講
座
を
開
講
す
る
市
民
大

学
「
恵
那
三
学
塾
」
を
開
講
し
ま

し
た
。
恵
那
三
学
塾
を
通
し
て
、

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
柱
の
「
求
め
て
学
ぶ
」

「
学
ん
で
生
か
す
」
こ
と
を
よ
り

一
層
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
恵
那
三
学
塾
で
は
一
般
的
な
講

義
だ
け
で
な
く
、
実
技
や
実
習
、

現
地
学
習
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態

　
県
で
は
、
県
内
の
各
地
域
に

足
を
運
び
、
地
域
で
育
ま
れ
た

食
を
味
わ
う
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

「
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ご
当
地
グ
ル
メ
の
食
べ
比
べ

や
、
プ
ロ
か
ら
習
う
料
理
教

室
、
冬
野
菜
の
収
穫
、
そ
ば
打

ち
体
験
、
酒
蔵
見
学
な
ど
、
そ

の
地
域
で
し
か
で
き
な
い
体
験

型
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。
各
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
の

内
容
や
申
し
込
み
方
法
な
ど
は

「
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://

m
anpuku.org/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
希
望
者
に
は
無
料

で
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
送
付
し
ま

す
。

　
　
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー

ニ
ー
事
務
局
志
０
５
８
―
２
６

７
―
６
０
９
０

　「
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー

ニ
ー
」
の
一
環
で
、
貴
重
な
二

年
物
の
生き

醤じ
ょ
う

油ゆ

も
ろ
み
と
通

常
は
非
売
品
の
み
そ
た
ま
り
の

二
つ
の
搾
り
体
験
を
行
い
ま

す
。
搾
り
た
て
の
生
醤
油
を
生

う
ど
ん
に
か
け
て
試
食
し
ま

す
。
ま
た
、
麹こ

う
じ

や
み
そ
な
ど
発

酵
食
の
プ
チ
講
座
や
地
元
ガ
イ

ド
と
行
く
大
正
村
の
穴
場
巡
り

も
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
２
月
１１
日
㈫
午
前
１１

時
～
午
後
２
時

□
と
こ
ろ
　
明
智
コ
ミ
セ
ン
集

合□
定
員
　
２４
人
（
最
少
催
行
人

数
は
１０
人
）（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
方
法
　「
岐
阜
ま

ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー
ニ
ー
」
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
電
話
で
申
し
込
む

□
料
金
　
２
３
０
０
円
（
搾
り

た
て
生
醤
油
と
生
う
ど
ん
の
土

産
付
き
）

□
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン

　
　
　
　
岐
阜
ま
ん
ぷ
く

ジ
ャ
ー
ニ
ー
事
務
局
志
０
５
８

―
２
６
７
―
６
０
９
０

【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
３
月
４
日
㈫
、
１３
日

㈭
、
１８
日
㈫
、
２５
日
㈫
午
前
９

時
半
～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ

ブ
ン

、
８エ

イ
ト

を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

【
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
や
っ
て
み
よ

う
講
座
】

□
と
き
　
３
月
６
日
～
２７
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ

か
７セ

ブ
ン

を
使
い
、ツ
イ
ッ
タ
ー（
利

用
者
が
「
つ
ぶ
や
き
」
と
呼
ば

れ
る
短
い
記
事
を
書
き
込
み
、

他
の
利
用
者
が
そ
れ
を
読
ん
だ

り
、
返
信
し
た
り
す
る
こ
と
で

会
話
が
生
ま
れ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
）
の
使

い
方
を
学
び
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
）

□
申
し
込
み
期
間
　
２
月
１１
日

㈫
午
前
１０
時
～
開
講
日
前
日
。

初
め
て
受
講
す
る
方
は
、
２
月

２４
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優

先
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　「
と
う
か
い
号
」
は
、
初
め

て
会
う
仲
間
た
ち
と
数
々
の
未

知
の
経
験
や
語
ら
い
の
中
で
生

き
る
強
さ
を
培
う
研
修
船
で

す
。
そ
の
乗
船
者
を
募
集
し
ま

す
。

□
と
き
　
６
月
８
日
㈰
～
１５
日

㈰□
寄
港
地
　
サ
イ
パ
ン

□
対
象
　
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
方
　
❶
２０
歳
～
３５
歳
ま
で

の
男
女
❷
健
康
状
態
が
良
好

で
、
長
期
の
団
体
行
動
に
耐
え

ら
れ
る
方
❸
青
年
と
し
て
恥
ず

か
し
く
な
い
常
識
を
備
え
、
明

る
く
協
調
性
が
あ
る
方
❹
公
的

秩
序
を
乱
す
こ
と
が
な
い
方
❺

過
去
に
「
と
う
か
い
号
」
へ
の

乗
船
経
験
が
な
い
方

□
料
金
　
２６
万
５
０
０
０
円

□
締
め
切
り
　
２
月
２８
日
㈮

　
　
　
　
恵
那
青
年
会
議
所

（
藤
下
）
志
２
５
―
９
４
０
１

の
講
座
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
講

座
の
対
象
も
男
性
や
女
性
、
子
ど

も
、
親
子
な
ど
幅
広
く
対
応
し
て

い
ま
す
。
講
師
が
要
望
に
応
じ
て

会
場
に
出
向
く
出
前
講
座
や
、
自

身
で
講
座
を
開
講
す
る
自
主
企
画

講
座
も
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は「
恵

那
市
民
大
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
）

　　

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
広

告
は
、
毎
回
掲
載
で
も
良
い
と
思

い
ま
す
が
、
広
告
主
の
選
定
基
準

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す

か
。

　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　
本
紙
で
は
、
新
た
な
自

主
財
源
を
確
保
し
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
昨
年
の
５

月
１５
日
号
か
ら
広
告
欄
を
設
け
ま

し
た
。

　
広
告
主
の
選
定
は
、
平
成
２４
年

度
に
定
め
た
「
市
広
告
掲
載
取
扱

要
綱
」に
従
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
要
綱
に
は
、
掲
載
で
き
る
基

準
や
審
査
の
方
法
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
本
紙
に
限
ら
ず
、
市
で
広

告
を
扱
う
場
合
の
基
に
な
っ
て
い

ま
す
。
要
綱
で
は
、
貸
金
業
や
風

俗
営
業
、
市
税
の
滞
納
事
業
者
、

政
治
や
宗
教
に
関
す
る
も
の
、
法

令
な
ど
に
違
反
す
る
も
の
な
ど
は

認
め
な
い
こ
と
な
ど
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
本
紙
の
場
合
は
、
広
告
の
収
集

を
広
告
代
理
店
に
委
託
し
て
お

り
、
広
告
代
理
店
が
集
め
た
事
業

者
が
適
切
か
ど
う
か
を
審
査
し
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
企
画
課
）

　

平
成
２８
年
度
に
開
院
す
る
予
定

の
新
恵
那
病
院
の
基
本
設
計
で

は
、
建
物
は
免
震
構
造
に
な
る
よ

う
で
す
。
免
震
構
造
と
は
東
日
本

大
震
災
や
将
来
発
生
す
る
と
予
想

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な

ど
に
対
し
て
も
有
効
な
耐
震
性
を

確
保
で
き
る
の
で
す
か
。

（
浅
見
さ
ん
・
岩
村
町
）

　
紀
伊
半
島
沖
を
震
源
と

す
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
）

に
よ
る
市
の
想
定
震
度
は
、
市
内

の
ほ
ぼ
全
域
で
お
よ
そ
震
度
６
弱

で
す
。
新
病
院
で
は
免
震
構
造
を

採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
し
て
有
効
な

耐
震
性
能
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま

す
。
市
立
恵
那
病
院
は
医
療
救
護

の
拠
点
施
設
と
し
て
、
災
害
時
に

は
多
く
の
被
災
者
へ
の
対
応
が
予

想
で
き
ま
す
。
大
地
震
の
後
で
も

病
院
の
構
造
体
を
補
修
す
る
こ
と

が
な
い
耐
震
性
能
を
持
つ
新
病
院

は
、
直
後
か
ら
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
計
画
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　（
病
院
管
理
課
）

　

明
知
鉄
道
は
赤
字
路
線
と
聞
い

て
い
ま
す
。
恵
那
北
部
地
域
の
方

に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
い
ま
す

が
、
乗
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

廃
止
し
て
バ
ス
運
行
に
し
た
ら
良

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　
明
知
鉄
道
は
、
乗
客
の

減
少
で
赤
字
経
営
が
続
く

状
況
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高

校
生
の
通
学
と
、
高
齢
者
の
通
院

や
買
い
物
な
ど
を
中
心
に
利
用
さ

れ
て
お
り
、
市
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
鉄
道
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

路
線
が
な
く
な
っ
た
場
合
、
市
民

の
生
活
や
経
済
に
与
え
る
影
響
は

大
き
く
、
ま
た
高
校
生
の
通
学
な

ど
の
大
量
輸
送
に
関
し
て
は
、
バ

ス
よ
り
優
れ
て
お
り
、
存
続
は
必

須
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
明
知
鉄
道
で
は
、
恵
那
北
部
地

域
の
方
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
こ

う
と
市
内
の
中
学
生
の
デ
ザ
イ
ン

で
地
域
の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
の
作
成

を
行
い
、
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
で
列
車
を
利
用
す
る
際
に
装
着

し
て
走
行
し
て
い
ま
す
。
明
知
鉄

道
の
利
用
促
進
に
向
け
て
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
が
真
剣
に
考
え
、
増

客
を
図
る
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　（
商
工
観
光
課
）

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報
広聴係志２６-２１１１（内線３１９）

▲名古屋港を出港する「とうかい号」

▲男性を対象とした料理講座

▲搾りたて生醤油を味わう

▲中学生がデザインした地域
ヘッドマーク

新
市
立
恵
那
病
院
の
耐

震
性
は

男
性
向
け
の
実
技
講
座

を
開
い
て
ほ
し
い

広
報
紙
の
広
告
掲
載
の

選
定
基
準
は

明
知
鉄
道
を
廃
止
し
て

バ
ス
運
行
に
し
た
ら

パ
ソ
コ
ン
の
３
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

第
４１
回
「
と
う
か
い
号
」

の
乗
船
者
を
募
集

「
岐
阜
ま
ん
ぷ
く
ジ
ャ
ー

ニ
ー
」
を
開
催

生
醤
油
も
ろ
み
の
搾
り

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

問
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